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函 館 港 の 役 割・改 訂 の ポ イ ン ト
【函館港の役割】
・北海道と本州とを結ぶ物流拠点として南北海道

経済の発展に寄与
・国際観光交流空間の場として地域の活性化に寄

与
・海上業務の拠点として外来の待機・休けい船舶

への対応
・市民の暮らしに安心と安全を提供
・豊かさと安らぎを実感できる魅力ある空間を提供

物流・生産ゾーン

物流・
生産ゾーン

船だまり関連ゾーン

観光・
交流ゾーン

水産・海洋交流ゾーン
危険物取扱
ゾーン

水産関連
ゾーン

【改訂のポイント】
１．地域経済を支える高度な物流空間の形成
２．国際観光・交流空間の形成

２－（１） 国内外の観光クルーズ船の寄港拠点の形成
２－（２） 国際観光拠点の充実
２－（３） 国際水産・海洋に関わる研究・交流空間の形成

３．豊かで安心した暮らしに貢献する港湾空間の形成
３－（１） 豊かさと安らぎを実感できる市民の親水空間の創造
３－（２） 安心して暮らせる災害時への対応

位置図

函館港
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移転

(-6.5)
160m30m

ふ頭用地 0.9ha

将来的にフェリーを集約

1.地域経済を支える高度な物流空間の形成
～フェリーターミナル機能の拡充・強化～

【背景・要請】

・フェリーと一般貨物船との

荷役作業の輻輳・縦付け係留問題

【対応】

・フェリーターミナルの整備

・将来的なフェリー機能の

集約に備える空間の確保

北ふ頭地区
フェリーターミナル
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2.国際観光・交流空間の形成
2－（1）国内外の観光クルーズ船の寄港拠点の形成

【背景・要請】

・国際観光都市の創造を目指した取り組み

・国内・国外からの大型旅客船の入港隻数の増加

・貨物船との調整や周辺環境整備への苦慮

【対応】

・国内外の観光旅客船に対応した

旅客船ふ頭の整備

貨物船用の岸壁に係留している
大型旅客船

若松地区
JR函館駅

青函連絡船
記念館摩周丸

ピアマーケット

緑地 0.4ha

-9m
310
m

ふ頭用地 1.2ha

イベントで賑わう既存交流空間
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末広地区

2－（2）国際観光拠点の充実

【背景・要請】
・港の歴史的史跡の保存と活用
・景観の向上と魅力ある美しい街づくり

【対応】
・親水プロムナード動線の整備
・基坂からの水景景観の確保 基坂から見た港の景観

（旧函館区公会堂からの眺望）

緑地 0.4ha
今回計画

現在ある親水プロムナード

（赤レンガ倉庫群付近）

緑地 0.7ha
既定計画

八幡坂から見た港の景観

石積を再利用した物揚場
歴史的石積み式

の再生復元

親水プロムナード動線
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2－（3） 国際水産・海洋に関わる研究・交流空間の形成

【背景・要請】

・国際交流に向けた人材育成、地域性を

生かした学術・研究・情報の交流活動の場

・港湾という特性を生かした

新たな地域の活性化

緑地
2.0ha

交流拠点用地
6.8ha

学術・研究・交流目的の
船舶の待機・休けい場所

ふ頭用地 0.7ha

弁天地区

（-6.5）250m
（-5.0）210m

北大水産学部練習船 縦付け係留する調査船

【対応】

・水産・海洋に関する国・大学・道などの

学術・研究機関の集積

・水産・海洋の学術・研究・

交流目的船舶の集約
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3.豊かで安心した暮らしに貢献する港湾空間の形成
3－（1）豊かさと安らぎを実感できる市民の親水空間の創造

【対応】
・プレジャーボート収容施設の整備

・港湾関係者や市民の憩いの場の確保

【背景・要請】
・プレジャーボート施設整備の見直しや新たな位置づけ
・民間が予定していたプレジャーボート施設が未整備
・港湾就労者のための就労環境の改善

港町地区
民間マリーナ

小型さん橋 3基
（収容能力101隻:既設）

西ふ頭地区
物揚場 -4.0m 196m

（収容能力33隻:既設）

大町地区
物揚場 -1.5m 204m

小型さん橋 6基
（収容能力141隻:既設） 末広地区

小型さん橋 1基
（収容能力18隻）

（今回計画）

弁天地区
公共マリーナ

物揚場 -3.0m 595m
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設用地 3.8ha

（収容能力271隻）
（今回計画）

末広地区
緑地 0.7ha
（既定計画） 豊川地区

緑地 0.1ha
（既設）

中央ふ頭地区
緑地 0.5ha
（今回計画）

万代地区
緑地 0.5ha
（既定計画）

北ふ頭地区
緑地 0.2ha

（既設）

港町地区
緑地 1.8ha
（既定計画）

末広地区
緑地 0.4ha
（今回計画）

若松地区
緑地 0.8ha

（既設）

若松地区
緑地 0.4ha
（今回計画）
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3－（2）安心して暮らせる災害時への対応

【背景・要請】

・過去の地震経験から、

大規模地震対策は重要施策

・災害時における大量海上輸送の

拠点を目的とした防災機能の向上

【対応】

・大規模地震対策施設

（耐震強化岸壁、広場、

オープンスペース、道路の整備）

臨港道路若松北線
（既定・既設）

広場及びオープンスペース
（既設・今回計画）

耐震強化岸壁 水深9.0m
1B 310mの岸壁を耐震強

化する（今回計画）
[緊急物資輸送用]

若松地区

臨港道路
北ふ頭南線（既設）

臨港道路
北ふ頭北線（既設）

耐震強化岸壁 水深6.5m
1B 190mの岸壁を耐震強

化する（今回計画）
[緊急物資輸送用]

広場及びオープンスペース
（既設）

北ふ頭地区
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